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迷
宮
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ム
次
h
と
註
樟
・
説
話
の
蜂
が
そ
そ
り
立
ち
P

回
避
じ

で
す
り
抜
け
よ
う
と
す
る
と
、
崩
れ
落
ち
て
来
る
。
自
己
流
に
踏
み
あ
と
を
つ

け
よ
う
と
し
て
も
、
地
盤
そ
の
も
の
が
す
べ
り
出
し
た
り
す
る
。
そ
の
中
で
、

し
た
た
か
に
、
且
つ
し
な
や
か
に
、
自
分
の
ヨ

l
ス
を
見
つ
け
て
行
く
こ
と
は
、

至
難
の
わ
ざ
に
近
い
。

宮
崎
さ
ん
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
道
の
達
人
で
あ
る
。
『
論
語
』
に

む
か
い
あ
う
宮
崎
さ
ん
の
強
味
は
、
自
分
は
歴
史
筆
者
だ
と
い
う
立
場
へ
の
自

信
に
あ
る
。
歴
史
摩
者
だ
か
ら
、
眼
却
の
文
献
は
す
べ
て
史
料
と
し
て
卒
等
だ
。

史
料
と
し
て
解
讃
で
き
ぬ
文
章
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
史
料
自
慢
の
方
に
謀
り
が

あ
る
は
ず
だ
。
長
年
、
i

古
今
東
西
の
史
料
に
接
し
て
来
ら
れ
た
宮
崎
さ
ん
に
は
、

誤
り
の
な
い
木
な
ど
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
確
信
が
あ
る
。
だ
か
ら
儒
数
の

宮
崎
さ
ん
が
『
論
語
』
に
「
新
ら
し
い
讃
み
方
」
を
試
み
て
お
ら
れ
る
こ
と

、
経
典
の
『
論
語
』
だ
と
て
、
同
じ
こ
と
だ
。
誤
字
は
訂
正
し
て
こ
そ
本
来
の
委

は
、
岩
波
書
庖
の
『
図
書
』
の
連
載
で
知
っ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
一
九
六
九
に
も
ど
る
。

年
と
い
う
か
ら
、
も
う
五
年
也
前
の
こ
と
に
な
る
。

-
U
こ
ろ
が
、
清
朝
考
霊
皐
は
そ
の
勲
で
は
臆
病
だ
っ
た
。
巌
密
な
文
献
撃
的

そ
の
時
、
な
る
ほ
ど
と
感
じ
入
っ
た
の
は
、
事
而
篇
冒
頭
の
「
撃
而
時
期
百
之
、
研
究
を
や
り
は
し
た
が
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
橋
事
者
で
あ
り
、
漢
代
の
串
間

不
亦
説
乎
。
:
:
:
」
の
一
章
の
讃
み
方
だ
っ
た
。
事
聞
の
よ
ろ
こ
び
だ
と
か
築
へ
の
復
婦
を
目
標
と
し
た
。
そ
し
て
「
護
な
き
も
の
は
信
ぜ
ず
」
を
盲
信
す
る

し
き
だ
と
か
を
裁
い
た
も
の
、
と
い
っ
た
解
説
類
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
私
は
、

あ
ま
り
、
文
献
の
内
側
に
謹
掛
援
を
求
め
る
内
部
批
剣
の
方
法
を
敏
い
た
。
そ
れ

宮
崎
さ
ん
が
こ
の
章
を
、
事
圏
内
で
の
寅
習
の
よ
ろ
こ
び
、
事
圏
外
か
ら
人
の
が
彼
ら
の
纏
威
依
存
主
義
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
。

訪
れ
て
く
れ
る
た
の
し
さ
、
人
に
知
ら
れ
な
く
て
も
不
卒
を
抱
か
ぬ
心
境
、
の
そ
う
い
う
考
護
撃
の
習
気
に
濁
し
て
、
宮
崎
さ
γ

ん
は
敢
て
「
意
を
以
て
改
め

三
段
階
に
分
け
て
、
一
貫
し
た
把
握
を
試
み
て
お
ら
れ
る
の
を
壇
咽
ん
で
、
一
種
る
」
方
法
を
賞
践
し
よ
う
と
さ
れ
る
。
文
献
に
明
讃
が
な
く
て
も
、
こ
こ
は
こ

の
き
わ
や
か
さ
を
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
宮
崎
さ
ん
の
書
か
れ
た
他
う
な
る
は
ず
だ
、
と
い
う
剣
断
に
大
臓
に
従
わ
れ
る
。
そ
の
判
断
の
集
積
が
こ

の
著
書
論
文
類
|
|
中
園
古
代
史
関
係
以
外
の
も
の
は
ま
と
も
に
讃
ん
で
い
る
ー
の
た
び
の
『
論
語
の
新
研
究
』
、
の
新
著
で
あ
る
。
』

と
は
申
し
か
ね
る
が
ー
ー
か
ら
受
け
る
明
快
さ
と
同
質
の
、
切
れ
味
の
よ
い
讃
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
い
夕
方
法
は
達
人
に
こ
そ
許
さ
れ
る
境
地
で
あ
つ

み

方

と

い

う

印

象

だ

っ

た

。

て

、

初

事

者

が

似

た

こ

と

を

や

れ

ば

大

ケ

ガ

の

も

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

讃

者

ど

『
論
語
』
は
、
誰
で
も
な
ん
と
な
く
入
れ
る
が
、
出
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
し
て
は
、
鈴
古
稀
を
超
え
て
、
文
字
通
り
「
己
レ
ノ
欲
ス
ル
所
ニ
従
ヒ
テ
短
ヲ

批

評

、・

紹

介

論
語
の
新
研
究

宮

崎

市

定

昭
和
四
十
九
年
六
月
東
京
岩

波
書
庖

A
5
剣
本
文
三
九
七

頁
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678 

般
エ
ズ
」
の
境
地
に
遼
せ
ら
れ
た
宮
崎
さ
ん
の
、
見
事
な
万
さ
ば
き
の
ひ
ら
め

き
に
、
た
だ
た
だ
み
と
れ
る
以
外
に
な
さ
そ
う
だ
。

ー

i
と
言
っ
た
だ
け
で
は
、
書
評
で
は
な
く
て
感
想
に
な
っ
て
し
ま
う
。
も

う
少
し
具
僅
的
に
万
の
切
れ
味
を
探
っ
て
み
よ
う
。

ホ

こ
の
本
は
三
部
か
ら
成
る
。

第
一
部
歴
史
篇
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
論
語
』
研
究
史
の
概
観
で
あ
る
。
そ

の
中
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
『
論
語
』
の
成
立
を
論
じ
た
第
二
章
で

あ
る
。
か
つ
て
武
内
義
雄
氏
は
、
古
典
的
名
著
『
論
語
之
研
究
』
で
、
『
論
衡
』

正
説
篇
の
一
節
(
二
六
四
字
〉
を
根
嬢
に
し
て
、
「
湾
論
」
一
篇
、
「
魯
論
」
一

第
、
「
河
間
本
」
七
篇
、
計
九
篇
が
い
わ
ゆ
る
「
上
論
」
の
主
要
部
分
に
嘗
る

こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
と
く
に
そ
の
中
で
鍵
に
な
っ
た
の
は
、

至
武
帝
、
後
取
孔
子
壁
中
古
文
、
得
二
十
一
篇
、
疎
開
魯
二
篇
、
河
間
七

〈
原
文
は
九
だ
が
、
武
内
氏
は
七
に
訂
し
た
。
)
篇
、
三
十
筋
。

の
一
文
で
、
武
内
氏
は
こ
れ
を
、
「
古
論
」
二
十
一
篇
の
他
に
、
「
贋
」
「
魯
L

「
河
間
」
の
計
九
篇
を
あ
わ
せ
た
三
十
篇
が
、
現
今
の

『
論
語
』
の
素
材
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
解
し
た
。
と
こ
ろ
が
宮
崎
さ
ん
は
、
田
舎
育
ち
で

あ
ま
り
出
世
も
し
な
か
っ
た
王
充
の
情
報
を
信
用
し
す
ぎ
る
の
は
お
か
し
い
と

い
う
剣
断
か
ら
、
『
論
衡
』
の
こ
の
部
分
に
次
の
よ
う
な
大
臓
な
手
術
を
施
し

て
、
復
原
を
試
み
ら
れ
る
。

湾
魯
二
河
間
九
篇
三
〔
き
十
(
拾
)
篇

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

 

湾

論

又

多

問

王

篇

治

道

篇

つ
ま
り
「
世
間
論
L

二
十
二
篇
に
は
、
問
王
・
治
道
の
二
一篇
が
多
い
こ
と
を
述
べ

た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
宮
崎
さ
ん
は
こ
う
い
う
修
正
復
原
の
試
み
を
、

「
い
さ
さ
か
突
飛
な
想
像
で
は
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
微
視
的
に
見
た
際
の
不

自
然
感
で
あ
っ
て
、
大
局
的
に
見
た
場
合
、
決
し
て
荒
唐
無
稽
な
設
と
は
言
い

き
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
と
信
ず
る
」
と
、
自
信
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ

の
新
設
は
、
一
九
七
二
年
設
表
の
「
論
衡
正
説
篇
説
論
語
章
稽
疑
」
(
『東
方

慶
曾
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
事
論
集
』
所
牧
)
で
、
す
で
に
詳
論
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
第
六
章
考
讃
撃
の
経
書
研
究
は
、
い
わ
ば
宮
崎
さ
ん
の
.
考
遊
撃
に

制
到
す
る
戦
闘
宣
言
で
あ
る
。
考
設
撃
は
、
そ
の
長
所
自
身
の
中
に
限
界
が
あ
り
、

そ
の
「
限
界
を
よ
く
見
極
め
て
、
う
っ
か
り
そ
の
立
場
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
て

し
ま
わ
な
い
用
心
が
大
切
で
あ
る
」
。
考
輩
祭
が
宋
よ
り
唐
、
唐
よ
り
漢
と、

古
い
時
代
の
注
ほ
ど
品
尊
重
す
る
の
は
「
信
仰
」
で
あ
り
、
鄭
玄
の
注
の
残
筒
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
事
問
的
に
債
値
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
何
曇
の

『
築
解
』
以
後
、
鄭
注
が
散
仲
伏
し
た
の
も
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
た
。
最

近
ト
ル
フ
ァ
ン
で
出
土
し
た
『
鄭
玄
注
論
語
残
容
』
を
見
て
も
、
鄭
注
と
あ
れ

ば
驚
喜
し
て
あ
り
が
た
が
っ
て
き
た
考
護
摩
の
限
界
が
、
か
え
っ
て
よ
く
わ
か

る
ー
!
と
、
き
わ
め
て
辛
錬
で
あ
る
。

第
二
部
考
設
篇
は
、
『
論
議
官
本
文
に
つ
い
て
の
疑
問
と
、
訓
話
に
つ
い

て
の
疑
問
と
の
こ
章
に
分
れ
る
。

本
文
に
つ
い
て
の
疑
問
(
第
一
章
)
は
、
誤
字
、
院
字
、
街
字
、
錯
出
の
四

節
に
分
れ
る
が
、
そ
の
中
と
く
に
宮
崎
さ
ん
の
面
白
躍
如
た
る
の
は
、
現
本
塁
間

一語
』
テ
キ
ス
ト
に
誤
字
あ
り
と
す
る
七
カ
僚
で
あ
る
。

付
肉
雌
多
、
不
使
勝
食
気
。
ハ
郷
黛
篇
)

「
食
気
」
の
二
字
は
「
臨
時
」
一
字
の
書
き
誤
り
で
、
「
錬
」
す
な
わ
ち
穀
食
と

解
す
れ
ば
「
青
山
味
が
す
ら
す
ら
通
る
」
。
と
の
程
度
の
こ
と
は
、
考
謹
厚
者
な

ち
無
づ
い
て
い
た
は
ず
だ
が
、
考
糧
事
者
の
自
等
心
が
か
え
っ
て
こ
の
「
恩
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い
っ
き
」
を
口
紅
出
す
の
を
阻
止
し
た
。
自
分
は
浅
筆
者
だ
が
ら
、
解
寝
不
可
叉
其
次
也
。
困
而
不
薗
字
、
民
斯
震
下
実
。
(
季
氏
篇
)

能
な
と
こ
ろ
に
は
原
文
に
誤
謬
が
あ
る
、
と
は
ほ
か
り
な
く
言
え
る
、
と
宮
崎
こ
の
「
民
」
を
「
於
」
に
改
め
る
と
、
「
上
」
「
次
」
「
叉
其
次
」
の
順
に
、

さ
ん
は
言
わ
れ
る
。
こ
の
快
調
子
は
以
下
の
各
僚
に
つ
い
て
も
績
く
。
こ
れ
が
最
低
の
「
下
」
だ
と
な
っ
て
、
文
勢
も
意
味
も
疏
通
す
る
。

口
子
日
、
回
也
、
其
心
三
月
不
違
仁
。
其
徐
則
日
月
至
鷲
而
己
失
。
〈
薙
円
子
日
、
不
患
無
位
、
患
所
以
立
u

不
患
莫
己
知
、
求
笹
川
可
知
也
。
(
里

也

篇

)

仁

篇

)

「
其
心
」
は
「
慈
」
字
の
誤
り
で
、
教
え
る
意
味
だ
ろ
う
。
一
一
一
カ
月
数
え
る
と
、
こ
の
章
は
ど
う
も
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
他
の
内
容
類
似
の
章
と
針
比
し

。

最
高
の
仁
に
晴
海
わ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
他
の
徳
目
は
一
日
あ
る
い
は
一
月
で
到
て
み
る
と
、
「
患
所
以
立
」
は
「
患
無
以
立
」
に
、
「
求
矯
可
知
也
」
は
・
「
患

遺
し
て
じ
ま
っ
た
、
と
こ
の
意
を
讃
む
と
、
額
回
の
明
敏
ぶ
り
が
蹟
如
と
な
る
。
無
可
知
也
」
に
訂
し
た
方
が
筋
が
通
る
。

国
子
日
、
有
正
其
身
会
-
於
従
政
乎
何
有
。
不
能
正
英
身
、
加
正
人
何
。
伺
寛
則
得
衆
、
信
則
民
任
駕
、
敏
則
有
功
、
公
則
説
。
(
桑
田
篇
)

(

子

路

事

徳

目

と

し

て

の

「

公

」

は

『

論

語

』

で

は

こ

の

他

に

は

使

わ

れ

で

い

な

い

。

公

末
句
の
「
正
人
L

は
「
政
」
一
字
の
誤
り
。
そ
う
す
る
と
「
於
従
政
乎
何
有
L

と
卒
の
意
味
な
ら
「
均
」
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
の
「
公
」
は
「
恵
」
字
の
上
半

う
ま
く
劉
臆
す
る
。

!

部
が
磨
滅
し
、
下
の
「
心
」
の
部
分
も
端
縛
れ
て
い
た
の
を
、
「
公
」
と
よ
み
あ

伺
子
目
、
君
子
謀
道
、
不
謀
食
。
耕
也
、
厳
在
其
中
笑
。
事
也
、
藤
在
其
や
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

中
古
究
。
君
子
憂
道
、
不
憂
貧
。
(
衡
鍵
公
篇
)
訓
話
に
つ
い
て
の
疑
問
(
第
二
章
〉
は
、
従
来
の
讃
み
方
、
解
糠
の
し
か
た

中
段
の
劉
句
の
後
者
ぺ
「
皐
ぶ
や
、
藤
其
の
中
に
在
り
」
は
、
極
め
て
自
然
に
劉
す
る
宮
崎
一
さ
ん
の
率
直
な
疑
問
の
表
明
で
あ
る
。
句
護
、
引
用
文
、
文
意
、

で
、
勉
強
す
れ
ば
別
に
運
動
し
な
い
で
も
、
地
位
俸
給
が
向
う
の
方
か
ら
縛
げ
語
義
の
四
節
に
分
れ
る
。
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、
た
と
え

こ
ん
で
く
る
、
と
い
う
い
わ
ば
常
態
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
前
者
を
「
耕
す
や
、
ば
句
の
切
り
方
に
つ
い
て
は
、
「
仲
弓
、
子
桑
伯
子
を
問
う
。
子
日
く
、
可
な

飯
其
の
中
に
在
り
」
と
よ
む
と
ハ
勤
勉
に
耕
作
し
て
も
飢
餓
に
襲
わ
れ
る
か
も
り
。
衡
な
れ
ば
な
り
」
(
潅
也
篇
)
と
従
来
、
法
ん
で
い
た
の
を
、
宮
崎
さ
ん
は

し
れ
ぬ
、
と
い
う
非
常
事
態
に
な
っ
て
、
二
ゅ
の
劉
句
の
因
果
関
係
が
逆
縛
し
「
可
や
簡
な
り
」
と
綴
け
て
よ
み
、
「
可
」
が
子
桑
伯
子
の
名
で
あ
っ
た
可
能

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
鯵
」
が
誤
字
で
は
な
い
か
と
い
う
性
を
追
求
さ
れ
る
。
漢
代
の
博
識
者
が
集
ま
っ
て
も
子
桑
伯
子
の
名
が
可
だ
つ

こ
と
だ
。
事
賞
、
或
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
儀
」
に
作
る
も
の
が
あ
り
、
た
護
援
が
な
か
っ
た
、
そ
れ
放
に
彼
ら
は
こ
の
句
を
「
可
也
。
筒
」
と
よ
ん
だ
。

こ
れ
を
ダ
イ
と
よ
む
時
に
は
「
鯵
」
と
同
じ
飢
餓
の
意
味
に
な
る
が
、
ィ
と
よ
む
ま
し
て
や
現
今
の
人
が
そ
れ
を
超
え
る
設
援
を
出
せ
る
は
ず
が
な
い
か
ら
、
我

時
は
飯
の
意
味
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
耕
せ
ば
、
猷
其
の
中
に
在
り
。
皐
我
と
し
て
は
舌
理
的
な
推
測
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
ま
で
肉
迫
し
た
こ
と
で
満
足

べ
ば
、
藤
其
の
中
に
在

2
の
二
つ
が
針
句
と
し
て
完
成
さ
れ
る
。
J

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
態
度
に
は
、
宮
崎
さ
ん
濁
特

伺
孔
子
日
、
生
而
知
之
者
、
上
也
。
皐
而
知
之
者
、
次
也
。
因
而
慶
之
、

-
の
知
的
好
奇
心
の
強
さ
と
、
と
同
時
に
、
そ
れ
に
溺
れ
き
ら
ぬ
潤
切
さ
が
一
万
さ
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れ
て
い
る
。

第
二
章
で
と
く
に
苦
心
が
携
わ
れ
て
い
る
の
は
、
引
用
文
の
問
題
(
第
二
節
〉

だ
ろ
う
。
『
論
語
』
に
は
古
蓄
や
詩
句
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
句
が
、
必
ず

し
も
引
用
の
形
式
を
と
ら
ず
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
前
提

か
ら
、
歌
曲
的
な
リ
ズ
ム
と
修
齢
的
な
技
巧
を
も
っ
四
字
句
は
、
引
用
句
と
し

て
銀
っ
た
方
が
よ
い
、
と
推
論
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
最
も
警
抜
な
の
は
、

子
夏
目
、
賢
賢
易
色
、
事
父
母
能
掲
其
力
、
事
君
能
致
其
身
、
奥
朋
友
交
、

言
而
有
信
、
錐
日
未
筆
、
吾
必
謂
之
皐
突
。

(
皐
而
僻
刷
)

の
解
醐
押
で
あ
る
。
こ
の
最
初
の
四
字
句
は
、
従
来
、
「
賢
ヲ
賢
ト
シ
テ
色
-
一
易

へL
と
か
「
色
ノ
易
ク
セ
ヨ
」
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
に
解
醐
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
引
用
句
と
し
て
讃
め
な
い
か
。
そ
こ
で
宮
崎
さ
ん
に
ひ
ら
め
く
も
の
が
あ

る
。
易
色
と
は
断
腸
の
色
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
ト
カ
ゲ
は
環
境
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
に
色
が
獲
る
。
人
間
も
同
じ
で
、
父
母
に
事
え
れ
ば
孝
行
、
君
に
事
え

れ
ば
忠
義
、
朋
友
と
交
わ
る
に
は
信
義
、
と
襲
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
撃
ぶ
の

が
す
な
わ
ち
皐
問
で
あ
る
、
と
子
夏
は
雪一
口
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
新
設
は
、

「
賢
賢
」
の
語
義
が
追
究
さ
れ
て
い
な
い
貼
で
不
満
も
残
る
が
、
い
か
に
も
観

覚
的
映
像
の
明
確
な
宮
崎
さ
ん
ら
し
い
愛
想
で
あ
る
。

文
意
の
問
題
(
第
三
節
)
は
、
文
字
の
誤
り
で
も
な
い
し
、
句
讃
の
切
り
方

も
そ
れ
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
が
、
従
来
の
解
稗
で
は
意
味
が
と
り
に
く
い
場

合
に
は
、
一
度
註
稗
か
ら
隊
れ
て
本
文
を
自
分
の
盤
力
で
描
咽
ん
で
み
よ
、
と
い

う
勤
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
意
味
が
通
る
な
ら
、
停
統
的
解
緯
の
方
に
不
自
然
さ

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
、
と
言
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
季
氏
が
泰
山
で

放
祭
を
行
な
っ
た
の
を
舟
有
は
止
め
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
孔
子
が
責

め
て
、
鳴
呼
、
信
謂
泰
山
不
如
林
放
乎
。

と
言
っ
た
の
を
、
従
来
、
「
信
ハ
チ
泰
山
ハ
林
放
-
-
如
カ
ズ
ト
謂
ヘ
ル
カ
い
と

か
つ

よ
ん
で
い
る
が
、
ど
う
も
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
む
し
ろ
こ
れ
は
、
「
曾
テ
泰
山
ヲ

謂
フ
コ
ト
、
林
放
ノ
如
ク
ナ
ラ
ザ
リ
シ
カ
」
と
よ
ん
で
は
ど
う
か
。
つ
ま
り
、

昔
は
お
前
も
林
放
ら
と
同
じ
く
、
季
氏
が
泰
山
を
祭
る
こ
と
の
非
謹
を
論
じ
て

い
た
で
は
な
い
か
、
と
、
今
は
堕
落
し
た
舟
有
を
叱
っ
た
こ
と
ば
と
し
て
よ
ん

で
は
ど
う
か
。
こ
う
い
う
よ
み
方
は
、
十
哲
の
一
人
の
再
有
を
、
林
放
と
い
う

無
名
の
人
物
よ
り
下
に
お
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
漢
代
以
後
の
訓
詰
撃
者
に
は

タ
ブ
ー
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
無
理
無
鰻
な
よ
み
方
を
表
明
し
た
の
だ
と
言
わ
れ

る。
語
義
の
問
題
ハ
第
四
節
)
で
は
、
軍
語
の
語
義
が
扱
わ
れ
る
。

「
君
子
」
に

は
四
通
り
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
第
二
人
稽
l
貴
君
と
か
諸
君
と
い
っ

た
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
、
を
は
じ
め
、

世
間
景
公
開
政
於
孔
子
。
孔
子
封
日
、
君
君
臣
臣
、
父
父
子
子
。
:
:
:
(頚

淵
篇
)

は
「
君
君
タ
り
、
臣
臣
タ
リ
・
:
:
」
で
は
な
く
、
「
君
ヲ
君
ト
シ
、
臣
ヲ
臣
ト

シ
:
:
:
」
と
い
う
よ
う
に
、
上
字
を
動
詞
に
、
下
字
を
名
詞
に
よ
む
べ
き
こ
と

な
ど
、
創
唱
に
富
ん
で
い
る
が
、
詳
設
は
避
け
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
経

書
か
ら
教
訓
を
ひ
ね
り
出
そ
う
と
す
る
訓
詰
筆
者
に
は
採
用
さ
れ
な
い
解
樟
だ

が
、
『
論
語
』
は
こ
の
く
ら
い
滑
脱
に
よ
ん
で
も
い
い
書
物
な
の
だ
、
と
い
う

の
が
、
宮
崎
さ
ん
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

以
上
が
第
二
部
で
、
以
下
の
第
三
部
課
解
篇
は
、
二
三

0
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
宮
崎
さ
ん
苦
心
の
作
で
あ
る
。
こ
の
課
解
篤
を
完
成
す
る
過
程
で
、
第
二
部

に
ま
と
め
ら
れ
た
諸
疑
問
が
浮
び
出
て
来
た
と
恩
わ
れ
る
。
宮
崎
さ
ん
の
所
謂

「
新
課
」
は
、
課
文
卒
明
、
撃
を
街
わ
ず
説
教
調
に
焔
る
こ
と
な
く
、
ハ
ギ
レ

の
よ
い
現
代
語
縛
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
第
二
部
に
は
濁
れ
ら

(
八
街
鱗
〉
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れ
て
い
な
い
新
設
が
騎
虎
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
尋
問
十
有
五
而
士
山
手
撃
、
:
:
・
」

〈
震
政
篇
)
の
一
'章
は
、
孔
子
が
檀
カ
・
無
力
の
衰
え
を
自
覚
し
た
歎
聾
た
あ

ち
か

る
と
か
、
「
回
也
其
庶
空
屡
空
」
ハ
先
進
篇
)
は
、
「
屡
々
空
シ
キ
ニ
庶
シ
」

と
よ
む
べ
き
だ
と
か
、
「
五
日
猶
及
史
之
闘
文
也
。
:
:
:
」
(
衡
強
公
篇
)
の
「
関

文
」
に
、
「
記
小
善
」
の
三
字
を
補
入
し
て
み
る
と
か
。
往
く
と
し
て
可
な
ら

ざ
る
な
き
気
概
に
み
ち
た
解
懇
の
し
か
た
で
あ
る
。

市

こ
う
い
う
宮
崎
さ
ん
の
新
設
に
封
し
て
、
讃
者
は
ナ
ル
ホ
ド
と
膝
を
打
つ
も

の
が
あ
る
と
同
時
に
、
少
・
4

ム
リ
で
は
な
い
か
と
恩
わ
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
宮
崎
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
疑
問
に
先
ま
わ
り
し
て
、
従
来
の
定
設
な
る

も
の
に
釘
を
さ
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
讃
者
と
し
て
は
、
自
分
の
ゆ
に
起
っ

た
疑
問
が
、
あ
る
い
は
訓
話
事
に
事
帯
さ
れ
た
影
響
で
は
あ
る
ま
い
か
と
自
己
黙

検
を
迫
ら
れ
る
次
第
と
な
る
。

そ
の
こ
と
は
十
分
わ
き
ま
え
た
つ
も
り
だ
が
、
な
お
か
つ
宮
崎
さ
ん
の
新
設

に
同
じ
き
れ
ぬ
黙
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
衡
震
公
篇
の
「
耕
也
、

鯵
(
倭
)
在
其
中
失
。
皐
也
、
藤
在
其
中
失
」
の
一
章
で
あ
る
。
「
耕
也
・
:
:
」

の
方
は
耕
し
て
も
飢
え
る
こ
と
が
あ
る
、
「
事
也
:
:
:
」
の
方
は
皐
ベ
は
必
ず

緑
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
解
す
る
と
、
制
到
句
と
し
て
不
整
合
だ
と
い
う
の
は

わ
か
る
。
た
だ
し
宮
崎
さ
ん
は
、
「
事
也
:
:
:
」
の
方
を
基
準
に
し
て
、
「
勉

強
す
れ
ば
別
に
運
動
し
な
い
で
も
、
地
位
俸
給
が
向
う
の
方
か
ら
縛
げ
こ
ん
で

く
る
」
の
を
常
態
で
あ
る
と
解
し
た
上
で
、
「
耕
也
:
:
:
」
を
そ
れ
に
鏑
え
て
、

だ
か
ら
「
鯵
」
は
「
倭
」
〈
H
食
)
に
直
す
べ
き
だ
と
さ
れ
た
の
だ
が
、
私
は

逆
も
ま
た
成
り
立
つ
と
思
う
。
つ
ま
り
、
耕
し
て
も
飢
え
る
こ
と
が
あ
り
う
る
、

豆、、

と
同
様
に
、
畢
ん
で
も
椋
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
よ
う
に
。

皐
ん
で
も
瞭
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
は
ナ
ン
セ
ン
ス
と
思
わ
れ
そ

う
だ
が
~
一
事
問
さ
え
す
れ
ば
メ

γ
が
自
然
に
食
ら
え
る
よ
う
に
な
る
、

L
む
は
、
皐

究
と
し
て
名
を
成
せ
た
人
は
い
ざ
知
ら
ず
、
'
一
般
に
は
受
け
容
れ
が
た
い
こ
と

だ
。
の
み
な
ら
ず
、
春
秋
時
代
末
期
の
孔
子
皐
閣
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

現
在
以
上
に
き
び
し
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
中
で
な
お
か
つ
孔
子
は
、
糠

仕
に
弟
子
を
推
薦
し
な
が
ら
、
瞭
そ
の
も
の
を
目
的
に
事
ぶ
こ
と
を
斥
け
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
皐
ん
だ
結
果
、
藤
に
あ
り
つ
く
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
皐
ん

で
も
、
務
想
外
に
般
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
表
現
が
成
り
立
つ
所

以
だ
。
八
一
ペ
ー
ジ
に
列
摩
さ
れ
た
「
祭
亦
在
其
中
失
」
、
「
直
在
其
中
失
」
、
「
仁

在
其
中
失
」
の
諸
例
は
、
一
見
無
縁
な
い
し
矛
盾
と
見
え
る
こ
と
の
中
に
「
幾
」

2
陣
」
「
仁
」
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
讃
め
る
。
「
耕
」
と

a
，ea山
「
態
」
、
「
事
」
と
「
稼
L

の
関
係
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
言
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

も
う
一
つ
の
例
を
奉
げ
る
と
、
「
君
君
、
臣
臣
、
:
:
:
」
を
「
君
ヲ
君
ト
シ
、

臣
ヲ
臣
ト
シ
:
;
:
」
と
讃
む
べ
し
と
い
う
議
論
も
、
考
え
す
ぎ
の
よ
う
に
思

う
。
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
語
法
上
か
ら
は
、
「
君
君
タ
リ
」
は
「
君
鴛
君
」

と
な
る
の
が
ふ
つ
う
か
も
し
れ
ぬ
が
、
「
君
ヲ
君
ト
シ
」
と
よ
む
と
す
れ
ば
、
そ

の
否
定
形
は
「
不
君
君
」
と
か
「
傍
君
君
」
と
か
な
る
は
ず
だ
。
し
か
る
に

『論
語
』
原
文
は
「
君
不
君
」
で
あ
る
。
宮
崎
さ
ん
は
こ
れ
を
「
君
君
と
せ
い

'

れ
ず
」
と
受
身
に
よ
ん
で
解
決
し
て
お
ら
れ
る
が
、
い
か
に
も
苦
し
い
。
も
ち

ろ
ん
、
宮
崎
さ
ん
の
論
擦
は
語
法
の
問
題
よ
り
も
、
原
始
儒
家
に
お
い
て
は
君

臣
闘
係
は
相
封
的
・
双
務
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ず
い
た
は
ず
だ
と
い

う
理
解
に
あ
る
。
そ
れ
が
秦
・
漢
以
後
、
君
臣
関
係
が
一
方
通
行
的
に
強
制
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
「
君
一
君
タ
リ
、
巨
巨
タ
リ
:
:
:
」
と
自
然
現
象
の
よ
う

に
よ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
、
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
指
摘

は
、
た
と
え
語
法
上
で
ム
リ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
『
論
語
』
の
よ
み
方
の
固
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定
概
念
を
ゆ
さ
ぶ
る
意
味
で
示
唆
的
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
残
る
。
か
つ
て

宮
崎
さ
ん
は
津
田
左
右
吉
『
論
語
と
孔
子
の
思
想
』
の
書
評
(
『
東
洋
史
研
究
』

一O
|

て
一
九
四
七
年
)
で
、
『
論
語
』
は
そ
の
周
圏
を
空
ま
わ
り
せ
ず
に

『
論
語
』
自
慢
で
讃
む
べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
君
臣

関
係
を
相
射
的
・
双
務
的
と
す
る
理
解
は
、
こ
の
ば
あ
い
『
孟
子
』
離
婁
下
位
胴

の
君
臣
論
に
主
と
し
て
も
と
づ
い
て
い
る
。
『
論
語
』
に
『
孟
子
』
を
代
入
し

て
、
は
た
し
て
差
支
え
な
い
も
の
か
。
叉
、
君
臣
を
双
務
閥
係
と
し
て
・
よ
む
と
、

こ
の
章
は
父
子
も
同
じ
く
双
務
関
係
と
し
て
よ
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
が
、
そ

う
い
う
思
想
が
、
は
た
し
て
孔
子
や
『
論
語
』
編
集
者
に
抱
か
れ
得
た
も
の

か
。
私
自
身
は
も
と
よ
り
君
臣
関
係
紹
劉
論
の
信
奉
者
で
は
な
い
が
、
や
は
り

宮
崎
さ
ん
の
こ
の
新
設
に
は
少
々
勇
み
足
の
気
味
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

微
子
第
の
長
温
築
溺
章
に
つ
い
て
も
、
言
々
句
々
、
非
常
な
工
夫
を
こ
ら
さ

れ
た
あ
と
は
拝
見
で
き
る
が
、
か
え
っ
て
全
慢
と
し
て
は
こ
な
れ
の
悪
い
も
の

を
感
じ
る
。
「
易
い
字
を
「
遼
」
と
訓
ず
る
の
に
力
を
入
れ
ら
れ
た
わ
り
に
は
、

「
奥
」
字
の
よ
み
方
が
軽
い
よ
う
に
思
う
。
よ
り
納
得
の
行
く
説
明
を
加
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

*
 

本
書
を
通
讃
す
る
と
、
従
来
の
訓
詰
・
註
揮
の
堆
積
に
辞
易
し
て
い
た
讃
者

は
、
『
論
語
』
と
は
こ
ん
な
に
わ
か
り
や
す
い
書
物
だ
っ
た
の
か
、
と
目
を
開

き
直
す
感
が
お
こ
る
だ
ろ
う
。
宮
崎
さ
ん
自
身
、
本
書
の
「
後
語
」
で
、
「
将

来
の
研
究
者
に
再
び
こ
の
無
駄
な
精
力
の
浪
費
を
さ
せ
た
く
な
い
、
と
い
う
の

が
私
の
念
願
で
あ
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
逮
せ
ら
れ
た
と
見

て
よ
い
。
皐
而
篇
第
一
章
の
「
人
不
知
而
不
憧
、
不
亦
君
子
乎
」
を
、
「
そ
う

い
う
人
に
私
は
な
り
た
い
」
と
さ
ら
り
と
課
す
こ
と
は
、
頭
の
闘
い
皐
者
じ
は

な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
孔
子
と
彼
を
囲
む
弟
子
た
ち
と
を
、
構
成

あ
る
教
師
と
そ
れ
に
恭
々
し
く
仕
え
る
弟
子
た
ち
と
い
っ
た
窮
屈
な
人
間
関
係

の
中
に
お
し
こ
め
て
い
な
い
。
気
さ
く
な
日
常
曾
話
の
風
を
損
し
な
い
よ
う
な

現
代
語
欝
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
爽
涼
の
感
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
こ
ん
な
に
『
論
語
』
が
わ
か
り
や
す
く
卒
明
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
よ
い
も
の
か
、
と
い
う
想
い
が
浮
ん
で
来
る
の
も
否
定
で
き
な
い
。

宮
崎
さ
ん
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
た
孔
門
人
物
像
は
、
あ
た
か
も
蒸
溜
水
の
よ

う
に
澄
明
で
あ
る
。
だ
が
、
白
川
静
氏
の
『
孔
子
停
』
(
中
央
公
論
枇
)
の
世

界
に
暗
示
さ
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
た
ん
な
る
奮
套
へ
の
未
練
の
た
め
か
知
ら
ぬ

が
、
『
論
一
訟
』
に
は
ー
ー
の
み
な
ら
ず
古
典
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
l
l
l
、
も

っ
と
ド
ロ
ド
ロ
と
し
た
、
論
理
や
文
字
面
で
は
虜
理
し
き
れ
ぬ
情
念
が
渦
容
い

て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
九
る
。
「
将
来
の
研
究
者
」
が
、
こ
ん
な
風
に
わ
か

っ
て
し
ま
っ
て
、
わ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
『
論
語
』
を
通
り
抜
け
で
し
ま
っ

て
よ
い
も
の
か
。
『
諦
語
』
の
原
文
の
わ
か
り
に
く
さ
の
ま
ま
に
、
そ
れ
と
格

闘
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
は
た
し
て
無
駄
だ
と
し
て
片
附
け
き
れ
る
も
の
か
。

『
論
語
』
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
注
が
れ
た
宮
崎
さ
ん
の
努
力
に
敬
服

し
つ
つ
も
、
最
後
に
浮
び
出
て
来
る
疑
問
は
そ
れ
で
あ
る
。

『
論
語
』
が
わ
か
る
と
は
、
中
国
が
わ
か
る
に
等
し
い
ー
ー
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
書
い
て
、
私
自
身
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
、
と
自
問

す
る
。
宮
崎
さ
ん
に
は
、
中
園
は
わ
か
る
、
韓
国
の
中
園
人
以
上
に
中
園
史
が
わ

か
っ
て
い
る
、
と
い
う
自
信
が
お
あ
り
に
な
る
よ
う
だ
。
そ
の
自
信
な
し
に
は

『
論
語
の
新
研
究
』
も
生
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
か
つ
て
宋
儒
は
「
理
-
一
於
テ
切

ナ
ラ
ズ
」
と
か
「
理
、
豊
然
ラ
ン
ヤ
」
と
い
っ
た
合
理
精
一
澗
で
、
古
典
に
新
解

稼
を
試
み
た
。
宮
崎
さ
ん
の
新
研
究
か
ら
そ
れ
を
連
想
す
る
の
は
、
私
の
無
事

の

せ

い

か

も

し

れ

な

い

。
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